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タイプライターテキスト
~ 研究成果発表等の見通し ~
・現在、成果をまとめた論文をMonthly Notices for the Royal Astronomical Societyに投稿中である。
・また、今年の8/6-10にスウェーデンで行われる国際会議 "Time for Accretion 2018" において、研究成果を
口頭発表する予定である。

~ 今後の研究計画の方向性 ~
・今回の研究で、X線照射はアウトバースト中一定ではなく、X線光度やスペクトル状態に合わせて変化して
いくものであることが分かった。また、特にアウトバースト後期では、単純な照射は当てはまらないことが
分かった。この点に関して、今後研究を続けていく意義がある。アウトバースト後期の円盤の活動性は、
その直後に見受けられる未解明の増光現象にも関わっている可能性があり、未知の円盤構造を解き明かすこと
にも繋がるだろう。また、X線照射がアウトバースト後期に重要な役割を担っているという共通認識にも
疑問を投げかける結果も得られたので、そこを解明していく必要もある。X線照射をよりよく理解するためには、
照射をコントロールするX線の光度や円盤の高さ方向の構造、円盤の大きさなどと照射強度との関係の時間変化を
明らかにすることが大事である。また、未解明の円盤の物理に迫る一歩として、今回の天体で見受けられた
ような特徴が様々なブラックホール連星に共通のものなのかを調べることも重要であろう。これらを実現する
ためには、クオリティーの高い可視光・紫外線・赤外線のデータを様々なX線連星のアウトバースト中に出来る
だけ多く集め、X線の同時観測データと共にスペクトル解析すること、X線と可視光の光度曲線の相関を調べ、
X線照射の寄与を時系列解析からも調べることが必要である。それ以外にも、スペクトルモデルをイレギュラー
な幾何学構造にも対応出来るように改良したり、今回の研究で私たちが重要な働きをしていると示唆した伴星に
よる潮汐効果や円盤風がどの程度円盤外側の構造の変化に関与しているかをシミュレーションで確かめること
も大切だろう。具体的な計画として、Hubble Space Telescope (HST)にプロポーザルを申請し、X線衛星と
の同時観測を実現させる話が持ち上がっている。また、Chandra衛星を用いたX線の吸収線の観測から、
スペクトル解析や時系列解析とは別に円盤風の効果を測る計画も進行中である。これについては、Chandra衛星
のdirecterとDone氏を交えて話し合い済みである。
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本プログラムでの主目的は、多波長スペクトル解析についてChris Done氏に学び、解析手法を身につける
こと、Done氏が詳しい円盤内縁部の物理を学び、私がこれまで研究してきた円盤外側の物理と結びつける
ことであり、それは概ね達成された。私は今まで時系列解析を専門的に行ってきたので、スペクトル解析の
手法を学んだことで、使えるツールが増え、研究の幅が広がった。円盤内縁部の物理に興味のあるX線
グループと外側の物理に興味のある可視光グループは見ている景色が全く違うことも分かり、その差を
埋めようとすることで得られたアイデアもあった。
　また、本プログラムのおかげで私は、初めて海外に長期滞在することができた。イギリスの研究スタイルや
現地のPhD studentsの働き方、採用のされ方を知ることができ、また、海外での研究職の位置付けや具体的に
どのようにして仕事に就くのかについても話を聞くことができ、学ぶことが多かった。
　さらに、Durham Universityの天文分野には、Cosmologyを研究する大きなグループがあり、京都大学の
天文分野とは異なり、自分の専門分野が少数派だった。そのため、どのようにしたらlarge scaleを扱っている
研究者の方々に自分たちの研究の魅力を伝えることが出来るか考えさせられた。それと関連して、自分たちの
研究が、天文学という広い枠組みの中でどのような役割を担っているのか、どのように天文学のbig questions
と関係しているのかも考えることになった。将来キャリアを積むためには、自分の研究をアピールすることや
たくさんの人が読んで分かるリサーチプロポーザルを書くことが大事だと思うので、そのための良い経験に
なった。専門分野が異なる沢山のPhD studentsやポスドクの方と知り合いになれたのも、今後の私の大きな
財産となるだろう。
　その他、滞在中、イギリスのSouthampton UniversityやCambridge Universityにも訪問し、たくさんの
研究者と交流したり、共同研究者と直接議論したりできた。海外にある沢山の研究室の様子を直接伺える
機会はなかなかないので、これは長期滞在を許可してくれる海外挑戦プログラムならではの経験だと思う。
今後の職を考える上でも大変参考になった。



